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発達障害のある子どもの支援に学ぶ

しつけのイロハ ⑧

前回は「ありがとう」「すみません」の２つの言葉のよさについて紹介し

ました。今回は、あいさつの大切さを述べてみます。

あいさつをするとよいことがある

あいさつは、人と人との関係を円滑にする役割があります。社会生活のマ

ナーでもあるため、しっかりできないと、そこで自分の評価を下げてしまう

ことにもつながりかねません。大切なソーシャルスキルです。

発達障害があると、とかく初対面の人は苦手なもの。しかし、

あいさつの習慣を身につけておくことで、自分が助かることが

たくさんあります。今回は、その中の２つを紹介します。

おうちでは、朝起きて、「おはよう」とお互いに声を掛け合っていますか。

家族がまずニッコリとする。「今日は、学校で何があるの？」「そう、がん

ばってね」と会話も弾みます。笑顔の応援で、「よし、今日も１日がんばる

ぞ！」という気持ちになります。

気持ちよく登校すると、友達とも楽しく顔を合わせる

ことができます。ここで１組、あそこで１組と、気持ち

のよいあいさつを交わすことが、学級の雰囲気をよいも

のにしていきます。友達関係が円滑であれば、自然に授

業にも集中でき、前向きに学習することができます。

家庭でのあいさつが、その日１日を左右するのかもしれません。

「こんにちは」「はじめまして」がきちんと言えれば、会話の取っかかり

ができます。人と人が出会い、会話を交わすた

めの、最初の一歩があいさつなのです。

あいさつができる子は、自然に人との会話も

増えます。語いが増え、言語能力が高くなりま

す。あいさつはしつけだけではなく、人間関係

の構築や学習の基礎にもなるのです。

キラリ輝くこの子のために(12)
続々

その１ あいさつをするとやる気がでる（情緒が安定する）

その２ あいさつによってコミュニケーションが始まる

あいさつの基本

１ まず自分からする

２ 笑顔で元気に

３ 相手と視線を合わせて

４ 明るくはっきりとした口調で

５ 背筋をしっかり伸ばして


